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奥州市立佐倉河小学校 研究の全体構想

子供たち一人一人の豊かな心を育む 道徳教育の充実を目指して

令和3年度 道徳教育啓発リーフレット

子供たち一人一人に、自己の生き方を考え、主体的な判断の下に行動し、自立した人間として他者と共に
よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うことが、変化の激しい時代の中で特に求められています。
本県においては、東日本大震災からの復興・発展を担い、岩手や社会全体をよりよい方向に変えていこうと
する子供たちの、豊かな心を育む道徳科の授業が、一層求められています。
そのためにも、道徳科の授業改善に向けた各学校の着実な取組が必要です。本リーフレットは、令和3年

度道徳教育研究指定校である奥州市立佐倉河小学校の貴重な研究実践を紹介しています。学校全体で推進す
る道徳教育の要となる道徳科の授業の充実に向けて、各学校の取組の参考として御活用ください。

・明るく元気である。

・友だちに親切にできる子どもが多い。

・意見の強い子どもに流されやすい。

・きまりに対する意識が低い。

・自分の考えをはっきり伝えること

が苦手な子どもが多い。

・自己評価は高いが自己肯定感は低い。

よく考え がんばりぬく子ども

礼儀正しく 思いやりのある子ども

健康で たくましい子ども

・多様化する時代を生き抜く力を付け

る必要がある。

・他者と共によりよく生き抜くための

道徳性を養う必要がある。

・相手の気持ちを考え、お互いを尊重できる子ども

・自己を見つめ、よりよい生活について考え、協力できる子ども

【子どもの実態】 【学校教育目標】 【今日的課題】

【道徳教育で目指す子ども像】

Ｂ：主として人との関わりに関すること【友情・信頼 相互理解・寛容】

Ｃ：主として集団や社会との関わりに関すること【集団生活の充実】

【本校重点項目】

自己を見つめ ともに語り合い 考えを深める道徳科の授業つくりの３つの手立て

自己を見つめるために

【手立て１】

自我関与の工夫

・役割演技 ・動作化

・ワークシート ・発問の工夫

・ネームプレート

・心情スケール ・心情円

・心のバロメーター

・板書の工夫 ・付箋の活用

・中断読み ・発問の工夫

・ペアトーク ・グループトーク

・心情スケール ・心情円

・ネームプレート ・意図的指名

・ホワイトボード ・役割演技

・ゲストティーチャー

・構造的な板書

・学習のあしあと

・終末の工夫（写真や日記）

・アンケートの活用

ともに語り合うために 考えを深めるために

【手立て２】

多面的・多角的に考える場の在り方

【手立て３】

今までの自分を振り返る工夫

道徳の授業を支える土台

①年間指導計画 ②重点項目を意識した別様 ③明確な指導観に基づく指導案の作成

④子ども一人一人の成長を見守り、成長を認め励ます評価 ⑤安心できる学級経営 ⑥教室環境

⑦学校全体で取り組むポジティブな行動支援（ＫＳＰ「きらっと 佐小 プロジェクト」）

研究主題

自ら考え進んで行動する心豊かな子どもの育成
～自己を見つめ ともに語り合い 考えを深める道徳科の授業を通して～
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・主人公に共感させる時、挿絵の表情は大変有効

であった。

・心情円の気持ちの度合いやスケールによる気持

ちの数値化は、子どもたち自身が気持ちを可視

化でき自我関与には効果的であった。

・発問の仕方で登場人物への自我関与の度合いが

微妙に違ってくるので、発問の吟味は大事であ

ることを改めて感じた。

・子どもから何を引き出していくのかという明確

な教師のねらいが、切り返し発問につながる。

・子どもが語るためのきっかけつくりにつながる

ようなツールの活用であるという視点を忘れな

い。

・主人公以外の登場人物の視点で心情を考えることは、

自分を客観的に見たり考えたりして考えを深めること

に有効であった。

・子どもたちが考えの状況を捉えることができるように

多面的・多角的な考えを構造的に板書に位置付けたこ

とにより、子どもたちが板書を手掛かりとしながらい

ろいろな視点での考えを視覚的にとらえ、考えを深め

ることができた。

・ペア学習やグループ学習のような小集団での話し合い

は全体での発言が苦手な子どもも考えを伝えやすくな

るほか、子どもたちがお互いの考えを共有しながら学

習を進めることに役立った。

・子どもたち自らが思考ツールを使いこなすことにより、

自分の考えと友だちの考えを比較したり分類したりし

ながら考えを深めていくことも必要である。

・板書とワークシートが関連するように用いると、

本時の学習を振り返りやすくなった。

・振り返りで導入のアンケートを再度取り上げ、

自分の生活と関わらせながら考えた価値につい

て、自分事として考えられた。

・低学年の実践では、主人公にアドバイスを考え

ることも、登場人物に自分の日常を重ねて、自

分を振り返ることにつながっている。

・道徳の足跡の掲示は、日常生活の問題場面で、

子どもたちが解決の際に学習したことを想起し

て、よりよい行動に生かそうとするなどの作用

を生み出し、子どもたちのよりよい道徳的実践

態度へ好影響を与えていた。

・自分の生活を見つめ直し振り返る時間を確保す

るため、時間配分や発問の精選や場面の限定が

必要である。

・どんな発言も否定されない安心した学級風土が土台と

なって道徳授業が展開され、他教科の授業にもその姿

勢が波及してきた。

・教材分析図を作成することで、子どもの発言がどんな

価値から来るのかわかるようになってきた。また、子

どもに気付かせていきたいことがはっきりし、吟味さ

れた発問を通して子どもの思考が深まり多様な考えが

出てくる手応えがつかめてきた。

・目の前の子どもたちの姿をイメージしながら、教材を

通して何を考えさせようか発問を考えることは楽しい。

・発言から見えてくる子どもの新たな一面の発見もあり、

新鮮である。

・同じ教材でも視点を変える授業つくりを通して価値へ

の迫り方が違ってくるおもしろさがある。

・思考ツールありきではなく、どんなことを出させたい

かによってどんなツールが有効であるか考えて授業つ

くりをする必要がある。

・子どもの発言の受け止め方次第でその後の展開が変わ

ってしまうこともあるので、価値分析は大切である。

・評価についてはさらに研究する必要がある。

研究のまとめ

【成果と課題】

○今次研究で３つの手立てを挙げて実践研究を行ってきたことにより、子どもたちが、自分の考えを話すことができた

り、友達の考えに共感したりできるようになってきた。このような学びの積み重ねを通して、相手の気持ちを考えら

れるようになってきており、本校で目指す子ども像に迫ることができてきている。

○自分と向き合ったり一生懸命考えたりすることは、子どもにとってとてもエネルギーを使うことだと感じる。しかし

その行為こそ、子どもたちが自己を見つめる学びの経験となるものであり、大切であると学んだ。

△授業つくりに関わっては、展開後段で自分の生活について振り返られるような授業を行うために、展開前段で価値理

解を行い、道徳の時間以外の教科でも話し方のスキルや書くスキルを鍛えていく必要がある。


